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小
須
戸
に
引
っ
越
し
て

き
て
４
年
目
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
ま
で
様
々
な
土
地
に

住
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
花
が
沢
山

咲
い
て
い
る
場
所
に
来
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
ま
ず

そ
の
点
に
一
番
驚
い
て
、

そ
し
て
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
お
家
の
庭

先
に
綺
麗
な
植
物
が
植
え

て
あ
り
、散
歩
す
る
だ
け
で

幸
せ
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。

　

綺
麗
な
鉢
に
入
っ
て
い

る
も
の
も
素
敵
で
す
が
、

何
気
な
い
カ
ゴ
に
も
花
が

植
え
ら
れ
て
い
る
光
景

は
、
お
花
を
育
て
る
文
化

が
自
然
と
根
付
い
て
い
る

こ
と
が
感
じ
と
れ
て
特
に

大
好
き
で
す
。
皆
さ
ん
の

よ
う
に
私
も
素
敵
な
花
を

育
て
て
み
た
い
と
思
い
、

色
々
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

の
ど
か
で
、リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
住
め
る
素
敵
な
土
地

で
、
引
っ
越
し
て
き
て
よ

か
っ
た
と
本
当
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
の
ん
び
り

住
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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（協力：小須戸コミュニティ協議会　小須戸アーカイブ’S）

　小須戸は信濃川の舟運で栄えた。昭和
7年まで蒸気船の安心丸が往来し人や物
を運んだ。

　子どもたちは小須戸橋から川に飛び込
んで泳いだりもした。川は人に近かった。
しかし、洪水で橋は何度も流された。

　昭和38年に小須戸橋は現在の鉄骨の橋
に変わった。昭和61年の護岸工事で人が
川に近づけなくなり、昔の川辺の面影は
なくなった。平成23年には副堤工事も完
了し、その年の豪雨災害から町を守るこ
とができた。

冬のある一日、区バスに乗って花の湯館に行ってみた。玄関前で乗降するので、時々利用している。温泉に入って体の芯まで

暖まって、休憩室でのんびりしたのだが、人が少ないようだ。平日だったからだろうか。　（る）　　　　　　　

田澤　成実さん

（小須戸）

「お花に癒される」

　
　

昭
和
61
年
よ
り
継
続
し
、
３
年
振
り
の
開
催
と
な
る

「第
35

回
学
校
開
放
講
座
」
が
修
了
し
ま
し
た
。
絵
手
紙
・
筆
あ
そ
び
、

カ
ラ
フ
ル
実
験
、
少
林
寺
拳
法
、
蒔
絵
体
験
、
数
学
こ
ぼ
れ
話

の
全
５
回
の
講
座
に
延
べ
59
名
が
、
も
う
一
度
学
生
に
戻
っ
て

「学
び
」
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
　

●
新
津
南
高
等
学
校
学
校
開
放
講
座

10
月
15
日
（
土
）
県
立
植
物
園
友
の
会
の
み
な
さ
ん
よ
り
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
謂
れ
に
関
す
る
読
み
聞
か
せ
と
、
カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン

タ
ン
作
り
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

親
子
で
、
「シ
ー
ル
を
貼
る
」
タ
イ
プ
と

「中
身
を
く
り
抜
い

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
を
入
れ
込
む
」
タ
イ
プ
の
２
種
類
の
ラ
ン
タ

ン
を
制
作
し
、
ご
家
庭
で
飾
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
読
み
聞
か
せ
＆

カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り

　
　

令
和
３
年
度
に
好
評
だ
っ
た
講
座
の
第
２
弾
と
し
て
、
「
夏
ら
し
い
物
を

描
く
」
と
い
う
こ
と
で
、
８
月
10
日
（
水
）
に
は
、
色
鉛
筆
を
使
っ
て
ス
イ
カ

を
、
17
日
（
水
）
に
は
パ
ス
テ
ル
で
ア
サ
ガ
オ
を
描
き
ま
し
た
。
色
鉛
筆
の
回

で
は
、
ス
イ
カ
の
皮
の
シ
マ
模
様
や
、
表
面
に
付
い
た
「し
ず
く
」
、
み
ず
み

ず
し
い
果
肉
や
種
な
ど
を
リ
ア
ル
に
描
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
わ
り
ま
し
た
。

パ
ス
テ
ル
の
回
で
は
、
ア
サ
ガ
オ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
出
す
た
め
に
、
中

心
か
ら

「
ね
り
消
し
」
を
使
っ
て
色
を

「拭
う
」
技
法
を
習
い
ま
し
た
。

●
楽
し
い
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
と
パ
ス
テ
ル

10
月
１
日
（
土
）
に
親
子
向
け
の
体
験
会
、
12
月
16
日
（
金
）
に

大
人
向
け
の
体
験
会
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

親
子
向
け
で
は

「三
角
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
」
を
制
作
し
、
当
日

お
こ
づ
か
い
日
の
お
子
さ
ん
の
感
想
と
し
て
、
「
さ
っ
そ
く
、
こ

こ
に
お
金
を
入
れ
て
持
ち
歩
く
ん
だ
！
」
と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

ま
し
た
。

大
人
向
け
で
は
「
ペ
ン
ケ
ー
ス
」
（
筆
箱
）
を
制
作
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
持
ち
帰
っ
た
型
紙
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て

独
自
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
「工
具
入
れ
」
と
し
て
制
作
に
挑
戦

す
る
方
も
い
て
、
体
験
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
応
用
し
て
い

ま
し
た
。

●
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
会

　
　

小
須
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
偶
数
月
の
第
２

火
曜
日
の
午
後
か
ら
定
期
的
に
映
画
上
映
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

８
月
は
「昔
の
小
須
戸
祭
り
の
映
像
」
、
10
月
は

「東
京
物
語
」
、
12
月
は
「み
た
ら
し
団
子
〜
老
い

て
こ
そ
我
が
道
を
ゆ
く
〜
」
を
そ
れ
ぞ
れ
上
映
し

ま
し
た
。

　
　

２
月
は
、
２
月
14
日

（
火
）
午
後
１
時
半
よ
り

「
深
夜
食
堂
」
を
上
映
し
ま

す
。

　
　

映
画
の
視
聴
の
み
で
あ

れ
ば
入
場
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　
　

お
気
軽
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
リ
バ
ー
サ
イ
ド
シ
ネ
マ

11
月
29
日
（
火
）
に
、
区
健

康
福
祉
課
と
共
催
で
、
小
須

戸
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館
を
会

場
に
栄
養
士
・
保
健
師
・
食
推

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
講
座

を
行
い
、
栄
養
満
点
で
簡
単

に
で
き
る
料
理
な
ど
に
つ
い

て
教
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
み
そ
汁
の
塩
分
濃

度
測
定
を
行
い
、「減
塩
意
識
」

も
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

●
笑
顔
健
康
ク
ッ
キ
ン
グ

８
月
～
12
月
の
公
民
館
事
業
を
終
え
て



小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『消防レスキュー隊員が教えるだれでもで

 きる防災事典』タイチョー／著、 みぞぐち

 ともや／イラスト（KADOKAWA）

・『嘘つきジェンガ』　

 辻村 深月／著　（文藝春秋）

・『私らしく、働くということ』

 主婦の友社／編 （主婦の友社）

・『どうなってるんだろう？子どもの法律』

 山下 敏夫、渡辺 雅之／編著　（高文研）

・『おいしいごはんが食べられますように』

 高瀬 隼子／著（講談社）

・『レッドクローバー』　

 まさき としか／著　（幻冬舎）

・『ループ・オブ・ザ・コード』　

 荻堂 顕／著　（新潮社）

【児童書】

・『ヨルとよる』

 あさの ますみ／作、よしむら めぐ／絵

 （教育画劇）

・『さんすうの本』　

 橋爪 大三郎／著　（山と渓谷社）

・『ごみ 世界で一番やっかいなもの』　

 G．レイド／文・絵、竹内 薫／監修、

 那須田 淳／訳　（西村書店）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」
◆減塩について◆
○食塩の摂り過ぎは高血圧を引き起こし

　ます。しょっぱいものを食べると水分

　が欲しくなりますが、水分を多く摂る

　ことで血液量が増え、心臓や血管に負

　担がかかります。

○新潟市がＨ27～28年度に行った健康・

　栄養調査で、約９割の市民が食塩を摂

　り過ぎていました。国が定めている成

　人の１日の目標摂取量は＜男性：7.5g

　未満、女性：6.5g 未満＞です。

　（参考）食塩小さじ１杯、または醤油小さじ

　　　　 ７杯の中に、塩分６gが含まれてい

　　　　　ます。

～減塩の工夫～

・醤油やソースなどは、小皿に入れて付

　けながら食べることでかけすぎ防止に

　なります。

・香辛料や酸味を効かせて味にメリハリ

　を付けたり、だしを活用しましょう。

・麺類の汁は残すことも効果的。汁物は

　具沢山にし、１日１杯がお勧めです。

・減塩食品の活用も無理なく減塩できま

　す。

　  日時：１月29日（日）　12時半～15時半　　　会場：秋葉区総合体育館　　　内容：工作、ミニゲーム、スタンプラリー　など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援：新潟市、新潟市秋葉区社会福祉協議会　　持ち物：うちばき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先：にいがた秋葉っ子ふゆまつり実行委員会　ＴＥＬ：0250-47-3415　ディンプルアイランド　あおぞらクラブ中野　内

８
月
～
12
月
の
公
民
館
事
業
を
終
え
て
（
続
き
）

11
月
11
日
（
金
）
と
18
日
（
金
）

の
２
回
連
続
講
座
で
、
南
区
在

住
の
成
田
沙
夕
先
生
よ
り
、
自

分
の
名
前
の
書
き
方
や
、
「年
賀

状
・
熨
斗
書
き
」
な
ど
の
実
用

書
道
を

教
わ
り

ま
し
た
。

●
プ
チ
書
道
教
室

10
月
26
日
（
木
）
、
小
須
戸
小
正
面
玄
関
と
、

11
月
18
日
（
金
）
、
矢
代
田
駅
西
口
・
ふ
れ
あ
い

会
館
、
12
月
23
日
（
金
）
、
小
須
戸
中
生
徒
玄
関

に
お
い
て
、
小
中
学
生
や
幼
稚
園

・
保
育
園

児
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
協
働
し
て
、
花
苗
・
球
根
の

植
栽
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
植
栽
に
よ
っ
て
、

「花
と
緑
の
小
須
戸
」に
ふ
さ
わ
し
い
、
お
花
に

彩
ら
れ
た
ス
テ
キ
な
玄
関
口
と
な
り
ま
し
た
。

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動

「最高の一年を」

12
月
17
日
（
土
）
に
公
民
館
活
動

協
力
員
の
阿
達
哲
二
さ
ん
と
有
志

２
名
を
講
師
に
、
材
料
を
全
て
秋

葉
区
産
に
こ
だ
わ
っ
た

「ミ
ニ
門
松

づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、
「ミ
ニ
と
は

言
え
な
い
程
、

立
派
な
門
松
が

作
れ
ま
し
た
。
」

と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

小
須
戸
幼
稚
園
は
昭
和
47
年
の
開
設
以

来
51
年
間
に
渡
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
小
学
校
へ
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
潟
市
立
幼
稚
園
再
編
実
施
計
画

に
よ
り
令
和
４
年
度
末
で
51
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
園
児
数
は
５
名
。
私
た
ち
は
小

須
戸
幼
稚
園
最
後
の
一
年
を
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
最
高
の
一
年
に
し
よ
う
と
様
々

に
教
育
活
動
を
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が

「
積
極
的
に
地
域
に
出
向

き
、
地
域
の
方
々
の
日
常
に
触
れ
る
こ
と
」
で
す
。
三
・
八
の
市
に
行
っ

た
り
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
や
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
大
根
販
売
し
た
り
等
々
。
少
人
数
で
あ
る

こ
と
を
強
み
に
、
地
域
と
密
に
関
わ
る
教
育
活
動
を
実
践
し
、
地
域

の
皆
様
の
温
か
さ
に
触
れ
て
き
た
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
健
や
か
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
開
園
か
ら
の
卒
園
写
真
を
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
昭
和
49

・
57

・
59
年
度
の
卒
園
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
お

手
元
に
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
幼
稚
園
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。   

（
電
話

０
２
５
０‐

３８-

２
６
７
０
） ●

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

　年齢や性別に関係なく、誰でも手軽にできるラジオ体操。秋葉区では、

高齢者のフレイルや子どものロコモを防ぐため、日常生活の中での運動

習慣の定着を目的に、ラジオ体操の普及を進めています。

★こんなにすごい　ラジオ体操の効果！★

①意外と大きい消費エネルギー

　　10 分行うと、約 40 キロカロリー。ダイエット効果も期待できます。

②体のゆがみが整い、姿勢が良くなる

　　ラジオ体操の動作は、全身の筋肉をまんべんなく左右均等に動かし

　ます。体のゆがみが改善し、姿勢が良くなり、肩こりや腰痛の予防・

　改善も期待できます。

③手軽に無理なく続けられる

　　第一・第二体操とも約３分間の体操で、いつでもどこでも気軽に続

　けられる運動です。

★ラジオ体操への取り組みを応援します！★

①「みんなのラジオ体操カード」

小須戸まちづくりセンター・小須戸地区

ふれあい会館などでラジオ体操カードを配布！

100日達成者には景品をプレゼント！

　ラジオ体操を継続して、健康寿命を延ばし

ましょう！

②「ラジオ体操ブーブー」

小須戸まちづくりセンター・小須戸地区

ふれあい会館などに「ラジオ体操ブーブー」

を設置しています。施設内での貸し出し、

町内の集会所にも貸し出しできます。

　鼻を押すだけでラジオ体操が流れるよ！

③ＦＭにいつ 月曜から金曜　午前10時55分から

「新潟弁ラジオ体操」　放送中！！

問合せ先　秋葉区健康福祉課

　　　　　地域保健福祉担当 ０２５０－２５－５６９５

「ラジオ体操の町 秋葉区」

～ラジオ体操の輪が広がっています～

５

にいがた秋葉っ子ふゆまつり

小須戸幼稚園長 阿部　美子

　

小
須
戸
幼
稚
園
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、
思
い
出
の
幼
稚
園
に
ど

う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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川  柳

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは１月20日（金）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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俳　句

小須戸まちづくりセンター職員募集のお知らせ

〇募集人員　 1 名　       〇仕事内容　貸館の受付業務（電話・窓口） ・ センターの管理業務

〇資　　　格　 70歳まで（夜間の勤務あり）、小須戸地域（旧小須戸町エリア）

〇給　　　与　 時給　930円      

〇勤務時間 　平日の夜間　17:00 ～ 21:45

                       　　土曜　  8:30 ～ 17:00 （休憩 60分） または 17:00 ～ 21:45

　　　　          　　　　 日曜　  8:30 ～ 18:15 （休憩 60分）　　※交代制あり

〇採用予定日   令和5年4月1日から（1年毎の更新制）

〇応募方法　 履歴書（写真添付）を令和5年2月15日までに小須戸

　　　　　　　　　まちづくりセンターへ（期限厳守）

　　　　　　　　　締切後、面接を行います。

○問い合わせ先　小須戸コミュニティ協議会

　　　　　　　　　（小須戸まちづくりセンター事務室内）

　 　　　　　　　　〒956-0101　新潟市秋葉区小須戸１２０番地１　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話０２５０-２５-７０６９
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